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【公共工事請負契約の締結】※5千万円以上の工事契約については議会の議決がいります。
○議案第31号　町営柏田団地 外壁・屋根改修工事
　　　　　　　　　契約金額 １億８９０万円　契約相手　㈱橋本建設
○議案第32号　役場庁舎耐震改修工事
　　　　　　　　　契約金額  ６,３５８万円　契約相手　㈱橋本建設

【 条　例　等 】
○議案第33号　 成年後見人等の権利の制限に係る措置の適正化を図るための

関係条例の整備に関する条例について
　主な改正内容  　 職員などの欠格事項から成年被後見人や被保佐人が削除されました。このた

め、成年被後見人が採用試験を受験する事が出来、また成年後見が開始され
ても失職しなくなります。

○議案第34号　森林環境贈与税基金条例
　　　　　　　　　国から贈与される「森林環境贈与税」を財源とする基金を創設するものです。
○議案第35号　過疎地域自立促進計画の変更
　　　　　　　　　 過疎債を利用して事業を行うために必要な計画のため、今回新たに旧国鉄

宮原線の幸野川橋の補修工事に過疎債を利用する変更を行いました。

【専決処分事項の承認】
○承認第3号　一般会計補正予算（第2号） 271万円追加し、52億4,851万円に。
　主な補正内容　中学校部活動の遠征費用の補助

　9月9日から18日、第3回定例会が開催され、平成30年度の決算などが審議されました。

令和元年第３回臨時会（決算議会）

【 予　算 】
○議案第36号　一般会計補正予算（第3号） 1億4,935万円追加し53億9,787万円に。
　主な補正内容  　消費増税に伴うプレミアム商品券発行費や北里柴三郎記念館の駐車場整備費など。
○議案第37号　国民健康保険特別会計予算（第1号） 22万円追加し10億8,095万円に。
　主な補正内容  　電算システムの改修費。
○議案第38号　介護保険特別会計予算（第1号） 539万円追加し１1億８,４１５万円に。
　主な補正内容  　電算システム改修費や国・県への返還金など。
○議案第39号　水道事業会計補正予算（第1号） 
　 旧簡易水道区域の統合後の激変緩和措置（９年間）により、水道事業に係る普通交付税措置分

が増額となったため。

【 人　事 】
○小国町教育長の任命
　現職の麻生廣文氏が再任されました。

○農業委員の任命
　欠員となっていた農業委員に穴井英雄氏
が任命されました。

麻生　廣文
昭和27年5月24日生まれ

（宮原）

穴井　英雄
昭和32年10月11日生まれ

（北里）
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単位：千円
特別会計 歳入決算額 歳出決算額 形式収支 単年度収支

国民健康保険 1,106,655 1,093,333 13,322 △637
介護保険 1,142,969 1,101,400 41,569 17,758
後期高齢者医療 109,273 107,346 1,927 250
住宅新築資金等 619 619 0 0
坂本善三美術館 11,949 11,949 0 0
簡易水道 6,061 5,841 220 △13
農業集落排水事業 139,803 131,364 8,439 6,995

  上水道事業会計
  　収益的収支　水道事業収益　140,707　　水道事業費用　124,153
  　資本的収支　資本的収入　　  39,001　　資本的支出　　121,880
  　※ 資本的収支で不足する額82,879は、当該年度分消費税資本的収支調整額6,057
  　　 減債及び建設改良積立金44,500過年度分損益勘定留保資金32,322で補填した。

総務費
1,769,427千円
　　　（30.7%）

議会費
81,311千円
  　（1.4%）

諸支出金
369,097千円
（6.4%）

災害復旧費
125,602千円
（2.2%）

 教育費
345,551千円
（6.0%）

公債費
472,143千円
    （8.2%）

民生費
1,041,197千円
（18.1%）

農林水産業費
513,095千円
（8.9%）

商工費
195,601千円
（3.4%）

消防費
207,413千円
（3.6%）

　土木費
368,099千円
（6.4%）

衛生費
270,554千円
（4.7%）

歳出総額
5,759,090千円

歳入総額
6,075,531千円

自主財源
1,596,015千円
　　　（26.3%）

自主財源
1,596,015千円
　　　（26.3%）

依存財源
4,479,517千円
　　　（73.7%）

依存財源
4,479,517千円
　　　（73.7%）

町税
761,017千円
　　　（12.5%）

分担金及び負担金
37,404千円
（0.6%）地方譲与税

76,901千円
（1.3%）

地方消費税交付金他
159,091千円
（2.6%）

県支出金
526,892千円
（8.7%）

地方交付税
2,402,629千円
（39.5%）

　繰越金
252,728千円
（4.2%）

繰入金
195,702千円
（3.2%）

使用料及び手数料
179,131千円
（2.9%）

国庫支出金
465,655千円
（7.7%）

　 町債
848,349千円
（14.0%）

諸収入他
170,032千円
（2.8%）

　決算審議を前に、古賀尚年代表監査委員から「歳入で地方交付税の減少も見込まれるため、
自主財源の根幹をなす税や料金等の収入確保に創意工夫を凝らし、なお一層取組まれたい。歳
出での経費削減など引き続き財政健全化に取り組むとともに、効率的・効果的な予算執行に努
め、限りある財源を最大限に活用しつつ、積極的な事業展開を期待する。小国町の誰もが「し
あわせ」を実感できる町として未来につないでいかれることを望む。」と結ぶ決算審査報告が
行なわれました。
　審議は、町長及び係長級以上の執行部職員の出席のもと全員協議会を３日間開き、細部にわ
たる決算説明等を受け、活発な質疑が行なわれました。

【自主財源と依存財源】 【款別歳出の状況】

平成30年度　決算認定

一 般 会 計
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（条例などの名称は一部短縮して記載しています。）

議案番号 事件名
採決
結果

時
松　

昭
弘

江
藤 

理
一
郎

穴
見 
ま
ち
子

久
野　

達
也

児
玉　

智
博

大
塚　

英
博

西
田　

直
美

松
本　

明
雄

熊
谷　

博
行

９
月
定
例
会（
９
月
９
日
～
18
日
）

承認第3号 専決第4号　令和元年度小国町一般会計補正予算（第2号）承認 ○○○○○○○○○

議案第31号
公共工事請負契約の締結「町営住宅柏田団地外壁・
屋根改修（建築主体）工事」

可決 ○○○○○○○○○

議案第32号
公共工事請負契約の締結「小国町庁舎耐震改修（建
築主体）工事」

可決 ○○○○○○○○○

議案第33号
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化
等を図るための関係条例の整備

可決 ○○○○○○○○○

議案第34号 小国町森林環境譲与税基金条例の制定 可決 ○○○○○○○○○
議案第35号 小国町過疎地域自立促進計画の変更 可決 ○○○○○○○○○
議案第36号 令和元年度小国町一般会計補正予算（第3号） 可決 ○○○○×○○○○
議案第37号 令和元年度小国町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）可決 ○○○○○○○○○
議案第38号 令和元年度小国町介護保険特別会計補正予算（第1号）可決 ○○○○○○○○○
議案第39号 令和元年度小国町水道事業会計補正予算（第1号） 可決 ○○○○○○○○○

同意第5号 小国町教育委員会教育長の任命 同意
賛成多数

（賛成7人、反対2人）
同意第6号 小国町農業委員会の委員の任命 同意 全員賛成

請願第1号
熊本県における主要農作物種子法条例の制定にお
ける意見書を求める請願

可決 ○○○○○○○○○

認定第1号 平成30年度小国町一般会計歳入歳出決算認定 認定 ○○○○×○○○○

認定第2号
平成30年度小国町国民健康保険特別会計歳入歳出
決算認定

認定 ○○○○×○○○○

認定第3号 平成30年度小国町介護保険特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○○○○×○○○○

認定第4号
平成30年度小国町後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算認定

認定 ○○○○×○○○○

認定第5号
平成30年度小国町地方改善施設住宅新築資金等貸
付金特別会計歳入歳出決算認定

認定 ○○○○○○○○○

認定第6号
平成30年度小国町坂本善三美術館特別会計歳入歳出
決算認定

認定 ○○○○○○○○○

認定第7号 平成30年度小国町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○○○○○○○○○

認定第8号
平成30年度小国町農業集落排水事業特別会計歳入歳
出決算認定

認定 ○○○○○○○○○

認定第9号
平成30年度小国町水道事業会計利益の処分及び決
算の認定

認定 ○○○○○○○○○

発議第4号
主要農作物種子法廃止にかわる熊本県独自の条例
制定を求める意見書

可決 ○○○○○○○○○

採決結果一覧表

　９月５日（木）に小国町民センターで第１回議会活性化特別委員会を開催した。
　事件として①災害時の議会対応について②議会の地区懇談会について③その他、議会中の傍聴
者への資料配布等について協議が行われた。

議会活性化特別委員会
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町政を問う【一般質問】

者
の
ケ
ア
も
大
切
。一人
暮
ら
し
の
高

齢
者
が
集
え
、尚
且
つ
働
い
て
少
し
で

も
収
入
を
得
る
こ
と
の
出
来
る一石
二

鳥
の
高
齢
者
福
祉
の
場
所
の
提
供
は

出
来
な
い
か
。

【
福
祉
課
長
】今
ま
で
高
齢
者
福
祉

は
健
康
第
一
を
考
え
て
き
た
。元
気
ク

ラ
ブ
や
健
康
教
室
が
あ
る
。働
く
の
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

問
シ
ル
バ
ー
登
録
は
極
わ
ず
か
で
し
か

も
継
続
的
に
仕
事
が
あ
る
わ
け
で
も

な
い
。自
分
の
得
意
な
こ
と
・
興
味
の

あ
る
こ
と
を
仲
間
を
作
っ
て
行
う
こ
と

で
、一人
暮
ら
し
の
寂
し
さ
や
不
安
を

な
く
し
、少
し
で
も
収
入
を
得
る
こ
と

が
出
来
れ
ば
高
齢
者
の
生
き
が
い
作

り
に
な
る
と
思
う
。

【
福
祉
課
長
】経
済
的
自
立
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。参
考
に
す

る
。

問
行
政
の
側
で
し
っ
か
り
と
町
民
に
提

案
し
て
も
ら
い
た
い
。

問
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
進
捗
状
況

は
？

【
情
報
課
長
】文
字
を
大
き
く
し
た
。

配
布
日
は
変
更
無
し
。そ
の
他
は
今

後
担
当
者
で
検
討
す
る
。

【
町
長
】カ
ラ
ー
化
な
ど
色
々
今
年

いっ
ぱ
い
検
討
。

問
小
中
学
校
の
生
活
支
援
員
、学
習
支

援
員
は
子
ど
も
達
を一番
身
近
で
見
て

い
る
。支
援
員
の
仕
事
と
、学
校
・
教
育

委
員
会
・
保
護
者
が
連
携
し
て
子
ど
も

の
教
育
環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
し

て
い
る
こ
と
は
何
か
。

【
教
育
長
】支
援
員
の
仕
事
は
子
ど
も

の
見
守
り
、安
全
確
保
が
主
。見
守
り

は
多
い
ほ
ど
良
い
が
、学
校
は
校
長
中

心
の
組
織
。問
題
は
校
長
・
教
頭
に
報

告
す
る
。そ
れ
以
外
は
指
導
員
の
仕

事
。情
報
共
有
が
出
来
る
と
学
校
教

育
が
充
実
す
る
と
考
え
て
い
る
。

問
多
く
の
関
係
者
が
話
し
合
う
こ
と

で
子
ど
も
の
教
育
環
境
を
整
え
て
も
ら

い
た
い
。

問
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
。小
国
町
民

の
２
人
に
１
人
が
60
才
以
上
。介
護
な

ど
の
ケ
ア
は
大
切
だ
が
、元
気
な
高
齢

広
報
・
学
校
支
援
員
・
高
齢
者

福
祉
につい
て

西
田
　
直
美

地
域
交
通
と
観
光

松
本
　
明
雄

問
乗
合
タ
ク
シ
ー
、路
線
バ
ス
、ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
加
え
る
と
約
１
億
近
い
予
算

に
な
る
と
思
う
。南
小
国
町
で
は
タ
ク

シ
ー
の
チ
ケ
ッ
ト
制
に
な
っ
て
い
る
が
、

双
方
に
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
思
う
。利
用
状
況
や
年
齢
、利
用

頻
度
等
を
踏
ま
え
、ま
た
九
州
横
断
バ

ス
や
小
国
郷
ラ
イ
ナ
ー
と
の
併
用
を
考

え
た
地
域
交
通
の
最
善
の
再
編
を
。

【
政
策
課
長
】バ
ス
会
社
に
要
望
を
あ

げ
て
、小
国
郷
ラ
イ
ナ
ー
と
の
併
用
も

含
め
一
緒
に
検
討
を
進
め
再
編
を
考

え
て
い
き
た
い
。

問
観
光
の
町
と
し
て
の

Ｐ
Ｒ
方
法
は
、こ
ち
ら

か
ら
の
発
信
だ
け
で
な

く
、メ
ディ
ア
か
ら
取
り

上
げ
て
も
ら
う
こ
と
も

あ
る
と
思
う
。そ
の
情
報

共
有
が
上
手
く
で
き
て

い
な
け
れ
ば
、せ
っ
か
く

の
チ
ャ
ン
ス
も
逃
し
印

象
も
悪
く
な
る
。古
稀
で

故
郷
を
旅
す
る
テ
レ
ビ

番
組
で
来
ら
れ
た
勝
野

洋
さ
ん
に
対
し
て
、町
と

し
て
の
歓
迎
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は

残
念
に
思
う
。

【
町
長
】小
国
町
観
光
協
会
の
準
備

段
階
で
、今
後
事
務
局
の
態
勢
を
し
っ

か
り
整
え
て
情
報
の
共
有
を
図
る
。

問
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
６
年
前
に一般
質

問
を
し
た
が
、こ
の
６
年
間
で
ド
ロ
ー

ン
は
発
展
し
た
。小
国
町
で
は
ま
だ
何

の
活
用
も
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

【
総
務
課
長
】初
歩
的
な
研
修
を
行
っ

て
い
る
段
階
で
あ
る
。

南小国町のタクシー利用券
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町政を問う【一般質問】

問
７
月
31
日
の
執
行
部
と
の
勉
強
会
で

地
熱
開
発
・
地
熱
発
電
所
の
概
略
を
専

門
家
か
ら
説
明
を
受
け
理
解
し
た
矢

先
、別
団
体
の
地
熱
開
発・発
電
所
の
勉

強
会
が
行
わ
れ
参
加
し
た
。双
方
の
内

容
に
相
違
点
が
あ
り
困
惑
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
奨
し
て

る
今
、町
民
が
困
惑
し
地
熱
開
発
等
に

問
題
が
発
生
し
な
い
か
大
変
心
配
し
て

い
る
。行
政
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

【
町
長
】議
員
の
皆
様
も
ご
存
知
と
思

う
が
、現
在
地
熱
開
発
事
業
者
は
、５

社
も
し
く
は
６
社
の
開
発
が
進
ん
で

い
る
。現
時
点
で
発
電
事
業
所
１
社

そ
の
他
50
キ
ロ
未
満
発
電
所
数
箇
所

が
稼
動
中
。ま
ず
は
地
熱
の
問
題
に

関
し
て
は
早
急
に
掌
握
す
る
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
５
社
と
対
等
に
話
が

出
来
る
環
境
を
作
っ
た
。私
の
基
本
理

念
と
し
て
、自
然
と
経
済
と
次
世
代
へ

の
継
承
が
根
底
に
あ
る
。そ
の
部
分
は

し
っ
か
り
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
８
月
４
日
、小
国
ド
ー
ム
が
メ
イ
ン

会
場
だ
っ
た
、第
35
回
阿
蘇
郡
市
人
権

同
和
教
育
研
究
大
会
が
盛
大
に
挙
行

さ
れ
た
。議
員
代
表
で
穴
見
ま
ち
こ
議

員
、役
場
よ
り
時
松
住
民
課
長
が
体
験

発
表
を
し
た
。大
変
貴
重
な
内
容
で
感

銘
し
た
。大
会
を
終
え
て
主
催
者
側
か

ら
の
反
省
点
、も
し
く
は
成
果
の
あ
っ

た
点
を
問
う
。

【
教
育
長
】ま
ず
も
っ
て
、議
会
を
代
表

し
て
い
た
だ
い
た
穴
見
議
員
、司
会
進

行
役
の
久
野
議
員
当
日
参
加
の
議
員

に
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル・
怪
我
・
病
気
な
く

大
成
功
で
終
了
し
た
と
喜
ん
で
い
る
。

持
続
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

今
後
の
動
向

熊
谷
　
博
行

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
・
路
線
の

管
理
に
つ
い
て

時
松
　
昭
弘

問
２
０
０
９
年
に
小
学
校
６
校
の
統

廃
合
に
よ
り
、遠
隔
地
の
生
徒
の
た
め

に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
。現
在
の
８

路
線
の
運
行
状
況
は
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】月
１
回

の
運
行
会
議
を
開
催
。運
行
計
画
等

の
協
議
や
確
認
を
行
い
、通
行
路
線

に
支
障
が
な
い
よ
う
事
業
者
に
確
認

を
お
願
い
し
て
い
る
。建
設
課
に
も
対

応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
調
査
の
確
認
を
業
者
に
お
願
い
し

て
い
る
と
の
こ
と
。ど
の
よ
う
な
状
況

か
。

【
局
長
】２
，３
か
所
気
に
な
る
所
が

業
者
か
ら
上
がっ
て
い
る
。

問
全
路
線
の
通
行
確
認
の
把
握
は
。

【
局
長
】８
路
線
を
教
育
委
員
会
で
は

把
握
し
て
い
な
い
。業
者
に
依
頼
し
て

い
る
。

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
委
託
料
を
発
注
す

る
側
の
委
員
会
が
全
路
線
の
点
検
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。こ
の

前
バ
ス
に
支
障
木
が
あ
る
場
所
を
教

育
委
員
会
に
伝
え
た
。路
幅
も
狭
く
、

上
か
ら
草
木
が
下
が
り
早
急
に
対
応

し
な
い
と
危
険
性
が
あ
る
。全
路
線
の

調
査
確
認
を
し
て
来
た
が
、４
路
線
程

バ
ス
の
通
行
に
支
障
が
あ
る
。今
後
教

育
委
員
会
と
し
て
ど
う
対
応
す
る
の

か
。

【
局
長
】緊
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
う
が
、所
有
者
の
許
可
を

得
て
除
去
す
る
。

問
町
道
に
は
境
界
杭
が
あ
る
。建
設
課

に
相
談
し
て
対
応
す
る
と
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

【
教
育
長
】再
度
、緊
急
の
確
認
と
対

応
策
を
検
討
す
る
。

問
路
線
の
中
に
は
光
ケ
ー
ブ
ル
が
あ

り
、情
報
課
で
倒
木
の
確
認
は
し
て
い

る
の
か
。

【
情
報
課
長
】年
に
１
，２
回
行
っ
て
い

る
。

問
教
育
委
員
会
、情
報
課
、建
設
課
と

連
携
を
図
り
、安
心
し
て
通
学
で
き
る

よ
う
に
。

【
町
長
】現
地
確
認
が
第
一で
、必
要
な

ら
ば
横
断
的
な
予
算
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

わいた会地熱発電所
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町政を問う【一般質問】

保
運
営
協
議
会
に
も
議
題
と
し
て
意
見

を
伺
い
、検
討
し
てい
る
。

問
国
保
財
政
は
、県
か
ら
示
さ
れ
る
事

業
費
納
付
金
に
よ
る
標
準
税
率
を
基
に

国
保
税
率
が
定
め
ら
れ
る
が
、財
源
不
足

額
に
は
財
政
調
整
基
金
繰
入
れ
な
ど
で

賄
わ
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。こ
の
不
足

額
に
充
て
る一般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰

入
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

【
町
長
】国
で
は
保
険
者
努
力
支
援
制

度
を
導
入
し
法
定
外
繰
入
れ
を
解
消

し
よ
う
と
の
考
え
が
あ
る
。問
題
を
先

送
り
す
る
事
な
く
、保
険
税
率
が
上
が

る
事
も
含
め
、医
療
費
、保
険
税
、基

金
、法
定
外
繰
入
れ
等
々
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
てい
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
令
和
３
年
３
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
の
利
用
が
本

格
化
す
る
と
あ
る
が
仕
組
み
に
つ
い
て

説
明
頂
き
た
い
。ま
た
、住
民
周
知
も
お

願
い
し
た
い
。

【
福
祉
課
長
】国
か
ら
具
体
的
な
取
組

み
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、病
院
等

で
受
診
す
る
場
合
に
、保
険
証
・マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ど
ち
ら
か
を
提
示
す

れ
ば
受
診
で
き
る
と
理
解
し
てい
る
。

問
消
費
税
率
の
ア
ッ
プ
が
、今
後
の
保

険
点
数
・
診
療
報
酬
等
に
、ど
の
よ
う

に
影
響
し
て
く
る
か
。ま
た
、保
険
税

や
病
院
等
の
窓
口
で
支
払
わ
れ
る一部

負
担
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
福
祉
課
長
】保
健
医
療
の
対
価
は
診
療

報
酬
と
い
う
こ
と
で
基
本
的
に
は
消
費
税

は
非
課
税
と
な
る
が
、医
療
行
為
に
係
る

物
品
等
は
医
療
機
関
が
購
入
す
る
際
に

消
費
税
対
象
と
な
る
事
等
に
よ
り
、診
療

報
酬
の
改
定
が
予
定
さ
れ
てい
る
。こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、今
後
、被
保
険
者
が
病
院

等
で
支
払
う一部
負
担
金
や
国
民
健
康
保

険
税
に
影
響
が
で
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

問
現
在
の
小
国
町
の
国
民
健
康
保
険
税

の
算
定
方
法
は
、応
益
部
分
と
し
て
平
等
割

（
世
帯
）・
均
等
割（
被
保
険
者
）と
応
能
部

分
と
し
て
資
産
割
・
所
得
割
に
よ
り
算
定

さ
れ
る
４
方
式
で
あ
る
が
、社
会
情
勢
や

他
自
治
体
の
動
向
を
考
慮
し
た
場
合
、今

後
の
算
定
方
式
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
福
祉
課
長
】全
国
的
動
向
や
県
内
現

状
で
も
４
方
式
か
ら
資
産
割
を
除
い
た

３
方
式
へ
移
行
す
る
自
治
体
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
る
。町
で
も
３
方
式
に
移

行
し
た
場
合
の
影
響
等
に
つ
い
て
も
国

国
民
健
康
保
険
制
度
の
現
状

及
び
今
後
を
問
う
久
野
　
達
也

防
災
情
報
の
発
信
と
町
民
セ
ン
タ
ー

の
利
活
用
に
つ
い
て

江
藤
　
理
一
郎

問
中
学
生
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
つ

い
て
前
回
の
質
問
か
ら
ど
の
程
度
進

ん
で
い
る
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】夏
休
み

前
に
中
学
生
の
保
護
者
を
対
象
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
通
学
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。結
果
は
１
６
０
件
中
賛
成

が
58
件
、ど
ち
ら
で
も
よ
い
が
55
件
、

反
対
が
８
件
、そ
の
他
未
提
出
含
め
て

39
件
で
あ
っ
た
。こ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、ま
ず
は
登
校
時
の
小
中
合
同
運

行
か
ら
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

問
防
災
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
、豪
雨

時
の
雨
量
や
河
川
の
水
位
の
情
報
を

お
ぐ
チ
ャ
ン
で
流
す
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

【
総
務
課
長
】町
と
し
て
は
水
位
情
報

だ
け
を
お
ぐ
チ
ャン
で
放
送
し
て
も
な

か
な
か
厳
し
い
と
思
っ
て
い
る
。そ
れ
に

は
雨
雲
の
状
況
や
方
向
等
を
見
れ
る

専
門
的
な
慣
れ
が
必
要
だ
と
考
え
て

お
り
、発
信
す
る
こ
と
は
出
来
る
と
は

思
う
が
、発
信
し
て
も
そ
の
情
報
に
頼

り
避
難
が
遅
れ
る
と
い
う
様
な
状
態

も
あ
り
得
る
。現
時
点
で
は
地
域
防

災
リ
ー
ダ
ー
、消
防
団
の
情
報
を
中
心

に
み
ん
な
で
安
全
な
所
に
逃
げ
る
と

い
う
行
動
で
考
え
て
い
る
。。

問
町
民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
、

町
民
へ
の
周
知
と
１
階
部
分
の
ス
ペ
ー

ス
が
空
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
町

民
が
集
ま
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
を
取
り
や

す
い
ス
ペ
ー
ス
作
り
な
ど
、有
効
活
用

が
で
き
な
い
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】１
階
ロ

ビ
ー
で
は
通
常
テ
レ
ビ
・
ソ
フ
ァ
ー
を

設
置
し
て
お
り
、多
く
の
方
に
利
用
し

て
も
ら
え
る
様
に
し
て
あ
る
が
人
の

寄
り
が
少
な
い
状
況
で
あ
る
。今
後
の

活
用
部
分
と
し
て
は
、今
年
か
ら
で
は

あ
る
が
11
月
に
文
化
祭
を
町
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

そ
の
時
に
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で

も
ら
い
、町
民
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
も
ら

う
よ
い
機
会
な
の
で
Ｐ
Ｒ
も
含
め
て
今

後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。ま
た
、議

員
の
提
案
も
含
め
た
と
こ
ろ
で
、一
人

で
も
多
く
の
町
民
の
方
の
交
流
の
場
、

あ
る
い
は
拠
り
所
と
し
て
活
用
さ
れ

る
様
に
努
力
し
て
い
く
。
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町政を問う【一般質問】

大
塚
　
英
博

児
童
生
徒
へ
の
防
災
対
策

児
玉
　
智
博

問
観
光
客
の
増
加
は
町
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。観
光
地
の
安
全

対
策
及
び
周
辺
整
備
の
遅
れ
に
つ
い
て

伺
う
。

【
町
長
】杖
立
温
泉
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、用
地
の
確
保
が
で
き
た
ら
国

に
対
し
て
要
望
を
考
え
て
い
る
。

【
情
報
課
長
】鍋
ケ
滝
公
園
に
つい
て
は
、

用
地
の
確
保
が
で
き
た
ら
着
工
す
る
。

問
秋
祭
り
の
日
程
に
つ
い
て
、観
光
面
か

ら
住
民
参
加
が
出
来
る
金
・
土
・
日
の

設
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

【
町
長
】正
直
今
の
と
こ
ろ
結
論
を
出

す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、町
民
が
楽
し
め

る
こ
と
を
考
え
てい
る
。

問
森
林
環
境
税
に
よ
る
環
境
贈
与
性

の
配
分
に
つ
い
て
、広
葉
樹
へ
の
転
換

や
路
面
の
凍
結
防
止
な
ど
の
道
路
周

辺
整
備
、危
険
地
域
の
伐
採
等
に
使
え

な
い
か
。

【
産
業
課
長
】間
伐
な
ど
の
森
林
整

備
、人
材
育
成
、担
い
手
の
確
保
、木

材
の
利
用
価
値
等
、森
林
の
有
す
る

公
益
機
能
の
普
及
啓
発
に
充
て
る
と

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。危
険
木
の

伐
採
、災
害
時
の
安
全
、道
路
網
の
確

問
大
阪
北
部
地
震
で
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
倒
れ
、近
く
を
歩
い
て
登
校
し

て
い
た
児
童
が
下
敷
き
と
な
る
事
故

が
発
生
し
た
。通
学
路
の
安
全
対
策
は

相
当
な
危
機
感
を
持
っ
て
対
応
す
る
べ

き
だ
と
思
う
。前
回
も
確
認
し
た
が
、

通
学
路
の
調
査
結
果
と
そ
の
調
査
に

基
づ
く
具
体
的
な
対
策
は
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】通
学
路

に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
と
防
犯
危
険

箇
所
を
同
時
に
調
査
し
た
。ま
ず
学

校
が
調
査
を
行
い
、そ
の
後
教
育
委
員

会
と
警
察
も
入
り
再
度
点
検
を
行
っ

て
い
る
。調
査
方
法
は
目
視
に
よ
る
。

調
査
項
目
は
高
さ
、長
さ
、傾
き
や
亀

裂
、劣
化
等
。対
策
と
し
て
、学
校
か

ら
子
ど
も
達
に
周
知
、そ
れ
か
ら
登

下
校
の
際
に
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
指
導
を
し
て
い
る
。

問
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
適
法
な
も
の
が
必
ず

安
全
だ
と
も
言
い
切
れ
な
い
。常
に
風

雨
に
さ
ら
さ
れ
、通
行
す
る
車
輌
に
よ

る
振
動
も
受
け
る
。ヒ
ビ
も
な
く
て
見

た
目
は
安
全
そ
う
な
も
の
が
、絶
対
に

倒
れ
な
い
と
言
い
切
れ
な
い
。目
視
だ

け
で
は
分
か
ら
な
い
の
が
現
実
だ
。ブ

保
等
、防
災
面
で
の
事
業
で
は
あ
る

が
、町
と
し
て
は
既
存
事
業
で
あ
り
、

森
林
環
境
税
を
こ
の
事
業
に
充
て
る

の
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問
将
来
の
小
国
を
担
う
人
材
を
教
育

現
場
か
ら
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
る
。現
在
の
奨
学
金
貸
与
型
か

ら
、条
件
付
き
の
給
付
型
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】熊
本
県

内
14
市
す
べ
て
貸
与
型
で
あ
る
。

【
福
祉
課
長
】公
立
病
院
組
合
の
奨

学
金
規
定
で
は
、看
護
学
生
の
時
、月

に
10
万
円
支
給
さ
れ
、公
立
病
院
に

５
年
間
勤
務
す
れ
ば
返
済
の
必
要
は

な
い
と
聞
い
て
い
る
。

ロ
ッ
ク
塀
の
数
を
減
ら
す
と
い
う
努
力

が
必
要
で
は
な
い
か
。ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

撤
去
費
用
に
最
大
20
万
円
を
国
県
が

補
助
す
る
制
度
が
あ
る
が
、小
国
町
は

申
請
窓
口
を
設
け
て
い
な
い
。以
前
、質

問
し
た
際
、北
里
町
長（
当
時
）は
制
度

創
設
を
把
握
し
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
危
険

性
の
啓
発
も
す
る
と
言
っ
て
い
た
。や

る
と
言
っ
て
や
ら
な
い
の
は
悪
質
だ
。

【
建
設
課
長
】熊
本
県
で
37
市
町
村

が
制
度
を
創
設
し
て
い
る
。本
町
に
つ

い
て
も
、現
在
、前
向
き
に
検
討
し
今

後
創
設
す
る
予
定
。

問
こ
れ
は
国
県
の
事
業
な
の
で
、一般

財
源
を
使
う
必
要
は
な
い
。住
民
に
周

知
を
し
て
、相
談
に
来
て
も
ら
え
ば
足

る
話
。そ
れ
な
の
に
今
ま
で
や
っ
て
い

な
い
。期
限
が
定
め
ら
れ
た
制
度
な
の

で
、早
く
窓
口
を
開
け
る
必
要
が
あ

る
。

【
建
設
課
長
】要
綱
要
領
が
出
来
次

第
広
報
等
で
町
民
に
知
ら
せ
、実
施

し
て
い
き
た
い
。

急
が
れ
る
３
つ
の
課
題
に

つ
い
て

下城楽
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◆町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会　7月8日（月）
　グランメッセ熊本で町村議会常任委員長・議会運営委員長の研修会が行なわれ、早稲田大
学マニフェスト研究所事務局長・熊本市政策参与の中村健氏より「議会改革・活性化への取
組み」について講義を受けた。（松﨑、児玉、久野、熊谷）

◆町村議会広報クリニック　7月10日（水）
　全国町村議員会館で東海、近畿、中国、九州地区の町村議会広報担当者を対象にした研修
会が開催された。（西田、江藤）

◆市町村正副議長・常任・議会運営委員長等研修会　7月26日（金）
　ホテルサンクラウン大阿蘇で市町村正副議長・常任・議会運営委員長等研修会並びに阿蘇
地域振興懇談会が開催された。（松﨑、時松、児玉、久野、熊谷）

◆小国町の地熱資源についての勉強会　7月31日（水）
　小国町民センターで小国町の地熱資源や地熱の利活用について、専門家の先生を迎え勉
強会が開催された。（全員）

◆町村議会正副議長研修会　8月5日（月）
　熊本県市町村自治会館で町村議会正副議長研修会が開催され、NPO法人えがおつなげて
の代表理事曽根原久司氏より「日本の田舎は宝の山」について講義を受けた。（松﨑、時松）

◆阿蘇市町村議長研修　8月21日（水）〜23日（金）
　山梨県北杜市、長野県塩尻市、群馬県富岡市で阿蘇市町村議長の研修が開催された。（松﨑）

◆町村議会新議員研修会　8月26日（月）
　熊本県市町村自治会館で町村議会新議員研修会が開催され、熊本県町村議会事務局長よ
り議会の制度と運営について学んだ。（江藤、久野、西田）

◆熊本県町村議会議員研修会　10月1日（火）
　嘉島町民会館で熊本県町村議会議員研修会が開催され、早稲田大学大学院教授で元総務
大臣・鳥取県知事の片山善博氏より「これからの議会のあり方・議員への期待」という演題で
学んだ。（松﨑、時松、江藤、穴見、久野、児玉、大塚、西田、熊谷）

◆議員研修（福島、埼玉、東京）　10月3日〜5日
　福島県の野口英世記念館、埼玉県の渋沢栄一記念館、東京の学校法人北里研究所を研修
した。（全員）

　議員の質の向上やそれぞれの役割を果たすために研修会に参加したり、自主的に勉強会を
開催したりしています。

議員の研修と勉強会

片山善博氏による講演 嘉島町での議員研修会の様子
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編 集 後 記
　
新
広
報
委
員
に
な
っ
て
２
度
目
の

議
会
だ
よ
り
の
発
行
で
す
。少
し
ず
つ

役
割
分
担
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。広
報
お
ぐ
に
と一
緒

に
町
内
の
各
所
に
置
い
て
も
ら
え
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、一
人
で
も
多
く
の

方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が

た
い
で
す
。今
回
の
表
紙
は
児
玉
広
報

委
員
が
撮
り
ま
し
た
。町
民
の
皆
さ

ん
の
写
真
も
大
歓
迎
で
す
。あ
な
た
の

写
真
も
い
か
が
で
す
か
。

　
も
っ
と
読
み
や
す
い
、も
っ
と
町
の

事
が
分
か
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し

て
、２
０
２
０
年
も
頑
張
り
ま
す
。

（
西
田
）

【
発
行
責
任
者
】

議
　
　
長
　
　
松
﨑
　
俊
一

【
広
報
委
員
会
】

委  

員  

長
　
　
西
田
　
直
美

副
委
員
長
　
　
江
藤
理
一
郎

委
　
　
員
　
　
久
野
　
達
也

委
　
　
員
　
　
児
玉
　
智
博

議会に来てあなた自身でご覧ください！

議会を傍聴してみませんか

佐藤　功 さん （宮原）
　先日熊本県議会の傍聴に行きました。それ
で小国町の議会も傍聴してみようと思い初め
て来ました。真剣な討論を見て、私自身発言は
しないけれど議員の一員になったような気分
になりました。もっとたくさんの町民が見に来
た方が良いと思いました。

※ 次の定例会は12月です。日程は広報おぐに
やおぐチャンでお知らせします。

初めて傍聴
してとても
良かった。

議員は議会でどんな発言をしているの？
どんなまちづくりを考えているの？

お 知 ら せ

これまでの議会だよりも読んでいただけます。ご覧ください。
①  インターネットで「小国町公式ホームページ」をクリック

②「小国町議会」をクリック　　　　③「議会だより」をクリック

表紙について
　 　小国両神社秋季例大祭。奉納相撲は38回目を迎えました。各大字を代表する精鋭が気合の入った取り

組みを奉納しました。

発
行

／
小

国
町

議
会

編
集

／
広

報
特

別
委

員
会

〒
869-2592　

熊
本

県
阿

蘇
郡

小
国

町
宮

原
1567-1

TEL.0967-46-2119


